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図１－１ 世界の水利用におけるアジアの農業用水のシェア 

２．参考データ 

 

１）変貌する農業とそれがもたらす水問題への基本的認識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－２ 地域別及び目的別の１人当たり水使用量 
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表１－１ 世界の水使用量の将来見通し 

表１－２ 主要国における水資源の賦存と利用 
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表１－３ カロリー摂取の構成（kcal/日） 

資料：ＦＡＯ 

図１－３ 一人当たり消費熱量の推移及び将来見通し 

資料：World Agriculture: towards 2015/2030, FAO(2002) 
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 図１－４ 原油価格及び主要穀物価格の推移 
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２）日本農業における水問題解決のための提言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２－２ バーチャル・ウォーターの概念 

まず輸出国では、灌漑用水１を使って穀物を生産する。次に生産ａという過程を経て、灌漑用水１は、穀物の中に仮

想的にＶＷ２として変換される。次に、この穀物は、貿易ｂにより輸入国へ輸入された穀物３になる。この穀物３に含まれ

るＶＷ３は、輸送によるロスを無視できれば、ＶＷ２に等しくなる。次に、穀物３の輸入により、輸入国で生産されている穀

物６が不要になる。この二つの穀物間の対応は代替ｆで示され、穀物３と穀物６が同じ種類の穀物であれば、穀物３と穀

物６の量は等しくなる。しかしながら、輸出国で穀物２が生産される際に必要な水量と、輸入国で穀物６が生産される際

に必要な水量は、一般的には両国の気候、生産環境、生産技術等が一致しないので、異なる値になる。 

穀物６の生産に灌漑用水４が必要であるとするならば、この灌漑用水は、穀物６の生産が行われなくなることで需要

が消滅し不要となるため、例えば都市用水の需要が十分にあれば、新たな水資源として転用利用できる。 

結局、穀物２の輸入により、あたかも水資源が輸入されたかのように、輸入国で新たに転用利用可能な水資源が発

生することになるが、都市用水側に転用需要がなければ、水資源の転用は行われず、単に輸入国の水資源需要の一

部が消滅する効果が発生するにとどまる。以上から明らかなように、輸入されるバーチャル・ウォーターの量とは、それ

による輸入国の水資源需給関係に与える効果のどの部分に着目するかによって、輸入国における転用水量と見ること

もできるし、需要が消滅した灌漑用水４の水量と見ることもできる。 

図２－１ 全国の水使用量の推移 

資料：平成１９年版日本の水資源（国土交通省） 
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 図２－４ モンスーン・アジア及び欧州・北米の主要都市の月間降水量 
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資料：文部科学省国立天文台、理科年表ＣＤ－ＲＯＭ２００３

図２－３ 水田地域に見られる典型的な生物とその棲息場所 

水田 
• 魚類、昆虫類、両生類の繁
殖、採餌場 
• 鳥類の休息、採餌 

用水路 
• 河川からの魚類の供給 

谷津田 
• 昆虫類、両生類の繁殖、
採餌場 

農道
• 沿道の樹林地は生物の
休息場 

幹線排水路 
• 河川と連続する移動経路 
• 魚類の棲息場 

■小排水路 
• 幹線水路と連続する
移動経路 
• 魚類の生息場 

■ため池 
• トンボ類の産卵、羽化 
• 両生類の産卵等 
• 鳥類の休息、採餌 
• 魚類の産卵、成育 



 

 17

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－５ 大分・秋田・富山・岩手の４県が自然エネルギーで賄う電力需要の割合

図２－６ 小水力発電が日本の再生可能な自然エネルギー電力に占める割合 
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３．農学基礎委員会「水問題分科会」活動の記録 

 
委員会開催の部 

 第１回：日時：平成１８年６月２３日（金） １１：００～１２：００ 
場所：日本学術会議６－A 会議室（１） 
出席者：池田駿介委員、佐藤文彦委員、佐藤洋平委員、中西友子委員、真木

太一委員、三野徹委員、宮崎毅委員 （五十音順） 
第２回：日時：平成１８年８月１６日（水） １４：００～１６：００ 

     場所：日本学術会議５－C 会議室（１） 
     出席者：宮崎毅委員長、池田駿介委員、佐藤文彦委員、佐藤洋平委員、中西

友子委員、真木太一委員、三野徹委員（五十音順） 
第３回：日時：平成１８年１０月４日（水） １４：００～１６：００ 

     場所：日本学術会議６－A(1)会議室 
     出席者：宮崎毅委員長、真木太一副委員長、池田駿介委員、大下誠一委員、

佐藤文彦委員、中西友子委員、三野徹委員、岩元睦夫オブザーバー、

生源寺真一オブザーバー（五十音順） 
 第４回：日時：平成１８年１１月１０日（金） １２：００～１３：００ 
     場所：東京大学農学部７号館 A 棟 716 号室 
     出席者：宮崎毅委員長、真木太一副委員長、池田駿介委員、岩元睦夫委員、

大下誠一委員、太田猛彦委員、小出五郎委員、佐藤文彦委員、佐藤

洋平委員、柴崎正勝委員、中西友子委員、水谷正一委員、三野徹委

員、虫明功臣委員、渡辺紹裕委員（五十音順） 
 第５回：日時：平成１９年 4 月２７日（金） １０：３０－１２：３０ 

会場：日本学術会議 会議室 C-2 
     出席者：宮崎毅委員長、真木太一副委員長、池田駿介委員、岩元睦夫委員、

大下誠一委員、佐藤文彦委員、佐藤洋平委員、中西友子委員、三野

徹委員、渡辺紹裕委員（五十音順） 
 第６回：日時：平成１９年８月２２日（水） １５：００～１７：３０ 
     場所：東京大学農学部７号館 A 棟 7 階セミナー室 
     出席者：宮崎毅委員長、真木太一副委員長、池田駿介委員、岩元睦夫委員、

大垣真一郎会員、大下誠一委員、太田猛彦委員、佐藤文彦委員、佐

藤洋平委員、中西友子委員、三野徹委員、オブザーバー（山岡和純

氏、飯田俊彰氏、杉浦未希子氏）（五十音順） 
 第 7 回：日時：平成１９年１０月２９日（月）１１：３０～１３：００  
     出席者：宮崎毅委員長、真木太一副委員長、飯田俊彰委員、池田駿介委員、

岩元睦夫委員、大下誠一委員、佐藤文彦委員、中西友子委員、水谷

正一委員、三野徹委員、山岡和純委員、オブザーバー（杉浦未希子

氏） 
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シンポジウムの部： 

 
「変貌する農業と水問題」平成１８年１１月１０日 
   主催：水問題分科会、地域総合科学技術会議農学分科会 

共催：東京大学大学院農学生命科学研究科 
開催場所：東京大学農学部３号館教授会会議室 

   プログラム 開会挨拶：宮崎毅 
１）変貌する現代農業とそれに伴う水問題  

宮崎毅、コメンテータ 池田駿介             
２）水資源の公益性を最大限に発揮する優れた制度資本、組織水準、技術水準の

保全と普及 
  三野徹、コメンテータ 水谷正一 
３）流域管理など新たなガバナンスの構築 

虫明功臣、コメンテータ 佐藤洋平 
４）農耕地及び森林の生態系における持続的水管理システムの構築 

太田猛彦、コメンテータ 佐藤文彦 
５）水の科学をベースとした持続的農業生産と環境保全 

中西友子、コメンテータ 岩元睦夫、大下誠一 
総合討論 司会：小出五郎 
閉会挨拶：會田勝美（東京大学大学院農学生命科学研究科長、農学部長） 

 

「食料とエネルギーに関わる水問題」平成１９年１０月２９日 

主催：水問題分科会、東京大学大学院農学生命科学研究科 

後援：農林水産省、独立行政法人水資源機構、前田建設工業株式会社、株式会社

熊谷組 

東京大学１３０周年記念行事 

寄付講座「共生社会基盤形成を通じた国土の保全管理学」設立記念行事 

開催場所：東京大学農学部弥生講堂 

プログラム 開会の辞：宮崎毅 
１）基調講演 太田信介（独立行政法人水資源機構副理事長） 

「農業・農村と水を考える ～モンスーン・アジアの中の日本を中心に～」 
２）基調講演 中嶋康博（東京大学大学院農学生命科学研究科准教授） 

「大事な水を大事に使う―我が国の農村の知恵と課題を経済学的に見る―」 
３）話題提供  

岩元睦夫（(社)農林水産先端技術産業振興センター理事長） 
「バイオマス資源作物としてのイネと水問題」 
横山信也（東京大学大学院農学生命科学研究科教授） 



 

 20

 「淡水と海水を利用したバイオエネルギー生産」 
小林久（茨城大学農学部准教授） 

 「エネルギー自立～生産型農村の可能性―マイクロ水力発電への期待―」 
倉阪秀史（千葉大学法経学部准教授） 
「日本のエネルギー永続地帯の試算―小水力発電の実力と可能性について─」 

４）パネルディスカッション  
コーディネーター 宮崎毅 

 岩元睦夫、太田信介、倉阪秀史、小林久、中嶋康博、横山信也   
閉会 


